
秋田市一般廃棄物処理基本計画（案）対照表

第３回審議会 基本計画（案） 第２回審議会 基本計画（素案）

【目次】 【目次】

第１章（略） 第１章（略）

第２章 第２章

第１節（略） 第１節（略）

第２節 本市が目指す廃棄物処理

１ 廃棄物処理に関する基本的な考

え

第３章 ごみ処理基本計画

第１節 ごみ処理の現状と課題 第２節 ごみ処理の現状と課題

１～２（略） １～２（略）

３ ごみ処理の課題 ３ ごみ処理の課題

(1) （略） (1) （略）

(2) 分別・リユース・リサイクル (2) 分別・リサイクル

(3)～(4) （略） (3)～(4) （略）

第３章

第１節 環境施策に関する法体系

第２節 基本理念・基本方針 第２節 ごみ処理の基本理念・基本方

針

１ （略） １（略）

２ ごみ処理の基本方針 ２ ごみ処理の基本方針

４ 新たな取組

(1) 環境への負荷を低減していく (1) 環境への負荷を低減していく

ため、ごみの発生を抑制してい ため、ごみの発生を抑制してい

く く

(2) 限りある資源の高度利用と有 (2) 限りある資源の高度利用と有

効活用による循環型処理システ 効活用による循環型処理システ

ムの構築 ムの構築

(3) 事業者、市民に対する環境教 (3) 市民、事業者に対する環境教

育や情報発信の充実 育や情報発信の充実

３（略） ３（略）

４ それぞれの役割

第３節～（略） 第３節～（略）



【１１ページ】

【１６ページ】 【１２ページ】



【１７ページ】

【２３ページ】 【１８ページ】

(5) リサイクル率 (5) リサイクル率

（略） （略）

これは、２４年７月から実施した家 これは、２４年７月から実施した家

庭ごみ有料化等によりごみ量が減少し 庭ごみ有料化等によりごみ量が減少し

たことに伴い、スラグ・メタルの発生 たことに伴ってスラグ・メタルが３,

量が減少したことが要因と捉えていま ５３５ｔ（約２１.２％）も減少した

す。 （次ページ参照）ことが原因と捉えて

います。



【２４ページ】 【１９ページ】

(6) 資源化量 (6) 資源化量

（略） （略）

しかし、２５年度は前述のとおり、 しかし、２５年度は前述のとおり、

スラグ・メタル量が３,５３５ｔ※（２ スラグ・メタル量が減少したことか

１.２％）減少したことから、２４年 ら、２４年度と比べて数値が減少する

度と比べて数値が減少する結果となり 結果となりました。

ました。

※スラグ・メタル量の計算 １６,

６４１ｔ－１３,１０６ｔ＝３,５３５

ｔ

【２５ページ】 【２０ページ】

(7) 発電量 (7) 発電量

本市では、平成１４年４月から導入 廃棄物発電による熱回収（サーマル

した溶融炉で、廃棄物発電による熱回 リサイクル）を平成１４年４月に溶融

収（サーマルリサイクル）を行ってい 施設の導入から現在まで稼働していま

ます。 す。

なお、２３年度に焼却炉を廃止した なお、２３年度の焼却施設の廃止に

ことに伴い、２４年度以降は可燃系の 伴い、２４年度以降は可燃系のごみ処

ごみ処理の全量を溶融炉で処理してい 理の全量を溶融処理していることから

ることから発電量が急上昇していまし 発電量が急上昇しています。

たが、２５年度はごみ処理量が減少し また、再生可能エネルギーの普及お

たことに伴い発電量も減少していま よび利用促進のため、２３年度におけ

す。 る「地域グリーンニューデール基金事

業」による太陽光発電設備（４０ｋＷ）

を総合環境センター敷地内に建設し、

２４年度から太陽光による発電も行っ

ています。



【２７ページ】 【２２ページ】

※ごみ総処理量の数値を追加しました。

【２８ページ】 【２３ページ】

３ ごみ処理の課題 ３ ごみ処理の課題

ごみ処理の現状を踏まえ、(1)ごみ ごみ処理の現状を踏まえ、(1)ごみ

の発生抑制、(2)分別・リユース・リ の発生抑制、(2)分別・リサイクル、

サイクル、(3)収集・運搬、(4)中間処 (3)収集・運搬、(4)処理・最終処分の

理・最終処分の４つの観点から課題を ４つの観点から課題を整理していきま

整理していきます。 す。

(1) （略） (1) （略）

(2) 分別・リユース・リサイクル (2) 分別・リサイクル

本市のごみ分別区分は３区分９分 本市のごみ分別区分は３区分９分

別であり、（略） 別であり、（略）

また、（略） また、（略）

市民に対しては、家庭の不用品を

売却したり交換したりするフリーマ

ーケットの利用を呼びかけること

や、リターナブルびんに代表される

繰り返し使用可能な容器を積極的に

用いるように取組を進めていく必要

があります。

一方、（略） 一方、（略）

(3) 収集・運搬 (3) 収集・運搬

（略） （略）

また、蛍光灯などの水銀含有廃棄 粗大ごみについては、現在、複数

物や使用済小型家電について、新た 人で電話の受付をしているものの、

な収集体制の構築を検討していく必 休日明けにつながりにくい状況が見



要があります。 受けられます。また、祝日による振

替休日のため、月曜日の収集回数が

減ってしまうことから、月曜日収集

に当たっている地区が混み合うこと

があります。今後、市民サービスの

向上を図る上でも、受付体制と収集

体制などについて検討していく必要

があります。

(4) 中間処理・最終処分 (4) 中間処理・最終処分

（略） （略）

【２７ページ】



【３０ページ】 【２８ページ】

【３１ページ】 【２９ページ】



【３２ページ】 【３０ページ】

【３３ページ】 【３１ページ】



【３４ページ】 【３２ページ】

第３節 （略） 第３節 （略）

１ ごみ排出量の推計 １ ごみ排出量の推計

(1) 将来人口 (1) 将来人口

将来人口については、「秋田市 将来人口については、平成２４

の将来推計人口・世帯数」を参考 年１１月に取りまとめられた「秋

とし、住民基本台帳の過去の実績 田市の将来推計人口・世帯数」を

をもとに、平成２６年１０月１日 基準とし、将来の動向について住

現在の人口※から将来の動向につ 民基本台帳の過去の実績をもと

いて推計したものです。 に、平成２５年１０月１日現在の

人口※から推計したものです。

なお、（略） なお、（略）



【３５ページ】 【３３ページ】

(3) ごみの区分別の排出量 (3) ごみの区分別の排出量

計画目標年次におけるごみ排出 ごみ排出量の推計においては、

量の見込みは、将来人口の予測、 ごみ減量対策の要因としての発生

排出抑制および再生利用等による 抑制や再生利用の促進など、循環

ごみ減量効果などを勘案して、ご 型社会形成に向けた各種の対策を

み区分別ごとにごみの排出量がど とらない場合に、ごみの発生量が、

のように変化するのかを推計して 将来予測人口によってどのように

います。 変化するのかを推計しています。

【３７ページ】 【３５ページ】

(2) リサイクル率（資源化率） (2) リサイクル率（資源化率）

（略） （略）

約３８％ 約３８.０％

（３２.１％→約３８％） （３２.１％→約３８.０％）



【４４ページ】 【４２ページ】



【４５ページ】 【４３ページ】

〔注〕 このほかに、全体を精査し、文章の体裁および配色等の確認を行い、適宜修正した。


